
27  物性研だより第 57 巻第 4 号   ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

 

 

 

 

一般公開委員長  山室 修 

 

 平成 29 年度の東京大学柏キャンパス一般公開「柏で探

検、知の世界」が、10 月 27 日(金)および 10 月 28 日(土)

の 2 日間で開催されました。最近、このシーズンは天気が

悪くなることが多いのですが、2 日目の午後に少し雨が

降っただけで、天候にもまあまあ恵まれました。そのおか

げもあって、2 日間の来場者は 8,800 人を越えておりまし

た。このうち物性研には、パンフレットの配布数が 3,566

部から推測するに、おそらく 3,600 人を越える方々にご来

場頂きました。柏キャンパス全体で 12 の企画があります

ので、物性研の人気の高さは、手前味噌ながら立派なもの

だと思います。 

 さて物性研の企画ですが、今回は「キミの心に響くもの」

というキャッチフレーズで行われました。最近、「もの」に

こだわってキャッチフレーズを作っているのですが(そろそ

ろネタ切れかもしれません)、はたして来場者の皆様に感動

を与えることは出来たのでしょうか。今回の一般公開では、 

企画についてはこれまでの方式を踏襲しましたが(参加す

る研究室・施設に内容を委ねる)、運営に関していくつか

の大きな変更を行いました。その一つはホームページです。

最近、物性研のホームページ自身がかなり現代風に刷新さ

れていますが、一般公開のページも以下のように大きく変

わりました。 

http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/openlab/ 

単に情報を並べただけでなく、写真やデザインを駆使して、

かなりメリハリをつけてあるのがお分かり頂けると思いま

す。また、一般公開のツイッターのページも開設しました。

さらに、来場者にお配りする資料も、昨年までの三つ折り

リーフレットから図 1 に示す二つ折りのガイドマップに変

わりました。これまでは案内図としての役割が弱かったの

ですが、そこを大幅に強化し、オススメ順路なども掲載し

ました。このような変更は、平成 28 年から物性研に開設

された広報室のスタッフである餅田円さんによるものです。 
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図 1 物性研ガイドマップ 

 

 このガイドマップを用いて、企画を簡単にご紹介します。

今回は、恒例のガイドツアー、公開実験クイズ、サイエン

スカフェの 3 つのイベントと 10 の展示が行われました。

展示の詳細については、以下のガイドツアーでご紹介しま

す。また、マップに星印が付いた展示場所でクイズに答え

てスタンプを 4 つ以上集めると、物性研のオリジナルグッ

ズ(クリアマイボトル、8way マルチツール、動物貯金箱

のいずれか)がもらえるという、クイズラリーも開催され

ました。これまでは単なるスタンプラリーだったのですが、

展示の中身をより深く知って頂くためクイズと組み合わせ

たのです。なお、企画やクイズラリーは益田隆嗣委員が取

りまとめを担当しました。 

 企画の一番目であるガイドツアーのちらしが図 2 です。

ツアーのガイドは基本的に所員や助教が務めます。専門的

な説明も交えながら、効率よく企画を見て廻ってもらおう

という狙いです。今回は、廣井善二副委員長がとりまとめ

を行い、図 2 のちらしに示された 3 つのコースが設定され

ました。ガイドツアーは 2 日間で 4 回あるので、その気に

なれば全コースを見て廻ることもできます。 

図 2 ガイドツアーのちらし 
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 1 つ目のコースは物性研が誇る大型実験施設を見て廻る

コース、2 つ目は普段から高度な装置を駆使して物性測定

を行っている研究室が企画したコース、3 つ目は物質合成

と理論の研究室が企画したコースです。開始時間の前に

コース名を書いた旗の下に参加者が集まるのですが、人気

の高いコースもイマイチのコース(どことは言いませんが)

もあり、コース作りの難しさを実感しました。行った先の

展示会場での説明はたいへん良かったようで、「分かりや

すかった」、「楽しかった」というアンケート回答を多数頂

きました。実は、ガイドツアーのスタートは次に述べる公

開実験クイズの終了時間と合わせてあるのですが、時間調

整がうまくいかない回もあったようで、これも今後の検討

事項だと思います。 

 第2の企画である公開実験クイズは、数年前から鈴木博之

URA が始めた企画で、怪盗マテリアルと探偵サイエンス

に扮した学生(今回は手伝いの黒子も登場)がお芝居をしな

がら、物性研の展示に関係した三択クイズを出題します。

来場者は挙手で解答し(記録用紙にも記入します)、その解

答はすべて実験で示されるという、たいへん手の込んだ企

画です。ときどき実験が失敗するというご愛敬もあって、

それがかえって来場者にうけたりします。公開実験クイズ

の様子を示したのが図 3 の 2 枚の写真です。怪盗マテリア

ルはディスプレイに映っていますが、実は彼は就職活動の

ため、初日はビデオ参加になっていたのでした。全問正解

者には物性研博士の認定証が贈られました。なお、この企

画には、国際交流室の皆様にもお手伝い頂きました。 

 3 つ目の企画はサイエンス・カフェです。この企画は、

6 階のラウンジで飲み物を飲みながら(もちろん無料です。

すぐに無くなっちゃいましたが．．．)、物性研の所員が一

般向けにかみ砕いた最先端の科学のお話をすると言うもの

です。 

 

 

 

図 3 公開実験クイズの様子 

 

今年は図 3 のちらしのように国際超強磁場科学研究施設の

松田康弘所員が「超強磁場のすすめ」というタイトルでお

話をされました。会場は椅子が足らなくて追加するぐらい

満員で、お子様から年配の方まで幅広い方々が来場されま

した。強磁場は相対論と深いつながりがあるという話や磁

場が強すぎで磁石が壊れてしまうので(0.000001 秒とかの

世界です)、壊れる前に測定を済ませてしまうと言う話に、

聴衆の皆さんは大いに感心していました。私はこの企画の

司会をしていたのですが、質問が出すぎで終わらせるのが

たいへんでした。高度な知識をお持ちの方からの質問もあ

り、松田先生がタジタジになる場面もあるほどでした。そ

の様子を納めた写真が図 5 です。熱気が伝わってきますね。 

 

 
図 4 サイエンス・カフェのちらし 
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図 5 サイエンス・カフェの風景 

 

 それぞれの展示について、ここですべてを説明すること

は出来ないので、スナップ写真を何枚かご紹介します(図

6)。最初の写真は、中性子科学研究施設の展示「ミクロ

の世界の旅人〜中性子」で、子供たちがゲル(スライム)を

作っているようです。物性研の企画は、このように小さい

お子様にも喜んでもらえることを意識しています。2 番目

の写真は中辻研究室の企画「未来を創るスーパーマテリア

ル」で、大学院生がパネルを使って熱電材料の説明をして

いるところです。普段の自分の研究を一般の人にも分かっ

てもらえるように説明することは、学生にとってもとても

良い勉強になります。3 番目の写真は、廣井研究室の企画

「結晶の色気にメロメロ」で見かけたいろいろな色に光る

結晶の展示です。とてもきれいで幻想的な写真ですね。物

性研の一般公開の大きな魅力は、このような珍しいモノが

あちこちに置いてあることです。 

 

 

図 6 展示会場のスナップ写真 

 

 次に今回の一般公開で一番話題を呼んだモノをご紹介し

ます。物性犬(ぶっせいけん)は数年前から物性研の公式マ

スコット(ゆるキャラ)ですが、それが今回、廣井副委員長

の提案を受け、瀧川所長に特別に予算を出して頂き、ぬい

ぐるみになりました。それも、大(1 メートル)、中(30 セ

ンチ)、小(15 センチ)の 3 種類です。図 7 は玄関で来場者

の皆様をお出迎えする物性犬(大)です。中と小の物性犬

(何匹もいます)は 6 階のアンケート・景品受け取りカウン

ターやスタンプラリーのデスクで活躍しました。おまけで、

千葉県公認ゆるキャラ「チーバくん」とのツーショットも

お見せしましょう。かわいいでしょ。来場者の皆さんから

の物性犬の人気は絶大で、何人もの方々から、「これはど

こで売ってるんですか？売ってたら絶対買います！」と

言っていただきました。個人的には、本当に販売して頂き

たいと思っています。 

 
図 7 玄関でお出迎えする物性犬ぬいぐるみ 

 
図 8 物性犬とチーバ君 
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 物性研の一般公開とは少し離れるのですが、今回、柏

キャンパス全体の特別講演会で、計算物質科学研究セン

ターの渡辺宙志助教が講演を行いました。講演のタイトル

は、「スパコンでできること、できないこと」です。ほと

んどの一般の方は、ニュースなどでも聞くスパコン(スー

パーコンピューター)の何がスーパーなのかはご存じない

と思いますが、渡辺さんはそこからスタートして、ご自分

の研究である流体中の気泡成長の話、さらには数学パズル

として有名な数独の話をされました(彼は数独の世界では

有名人です)。堂々とした話しぶりで、聴衆の皆様から大

きな拍手を受けていました。その様子を示したのが図 9 で

す。 

 

図 9 特別講演会の様子 

 

 もう一つの番外編ですが、一般公開に合わせて、リケ

ジョイベント「未来をのぞこう！」が開催されました。こ

の企画は、森初果所員が中心となって毎年行っているもの

で、今回は 52 名の女子中高生、およびその保護者が参加

しました。瀧川所長や先輩リケジョのお話を聞く以外に、

一般公開の展示を見て廻ったり、大学院生と一緒にランチ

を食べて研究の話を聞いたりして、とても楽しんで頂いた

という話を聞いています。図 10 の写真は、一般公開の展

示会場(電磁気工房)での一コマです。楽しそうですね。 

 
図 10 リケジョイベントの中の一コマ(電磁気工房にて) 

 

 運営のことをもう少し書かせていただきます。池田暁彦

委員は公開実験クイズの実験装置の作成以外に、みんなの

活力の元になるお弁当の手配を担当しました。山崎淳委員

には餅田円委員と協力して、会場の案内ポスターを作成し

ました。物性研の会場は低層棟実験室から本館の 6 階まで

とても広いので、ポスターの枚数も多く、いったいどうす

れば来場者の方々にスムースに見て廻って頂けるかは大き

なテーマです。さらに今回は、道案内のボランティアの学

生さんの数も増やしました。学生さんたちには 1 人あたり

2 時間、ポイントになる場所に立って、道案内と質問の受

け答えをして頂きました。どうもありがとうございました。 

 今回行った大きな変更の一つはアンケートです。一般公

開のようなイベントにおいて来場者の皆様にご満足頂ける

ようにするためには、アンケートはたいへん重要です。こ

れまでは紙媒体のアンケートだったため、集計作業に時間

もお金もかかってたいへんでした。そこで今回、総務係の

山本佳奈係員の提案とご努力で、Google Formによるアン

ケートを行いました。これだと、集計が一瞬でできるので、

はるかに効率が良いです。スマートフォンで QR コードを

読み取り入力・送信するのが基本ですが、スマホ無しでも

入力できるように、6 階にアンケート入力コーナーを設置

しました。タブレットと入力補助の人員を配置してありま

す。もちろん、電子媒体は苦手という方のために紙媒体の

アンケートも用意してあります。予想通り、回答率が少し

(前回の 31%から 22%に)下がりましたが、この方式が浸

透すれば回答率は元に戻るでしょうし、何と言っても集計

の正確さと早さがあるので、今後もこの方式を続けたいと

思っています。アンケート入力コーナーとともに、景品の

受けとり場所(これまでは受付で行っていた)も一緒に 6 階

に移動しました。つまり、ガイドマップの⑨の場所が見学

のゴールになったわけです。1 階を受付だけにしたことで、
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混雑が緩和され、人の流れ(6 階への誘導)もはるかに良く

なりました。 

 最後に、全体を見渡していつも適切な助言をして頂いた

矢作直之委員、一般公開の実際的な運営を私と一緒にして

頂いた大島潤二委員と総務係の山本佳奈係員、岩村ときわ

前委員、会計をしっかり管理して頂いた鈴木貴博委員、準

備や当日の数限りない細かい仕事を積極的にして頂いた総

務係の矢口隆紀係長と竹山牧子主任はじめとする事務の皆

様、研究室の秘書の皆様に心から感謝申し上げます。平成

30 年度の一般公開は廣井善二委員長を中心に行われます。

成功することをお祈りしています。 
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